
月３日（火・祝）の行事中止
新型コロナウイルス禍で

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
イ
も

▽旧１号館の　　

　解体工事進む▽

青々会会長　落合　寛司

コロナショックの克服には　
　青々会のネットワークの活用を

三
役
会
で
協
議

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を

「
新
春
の
集
い
」も
中
止

〝
代
表
幹
事
〟は
持
ち
越
し

「
青
々
会
報
」は
年
１
回
発
行
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
重
き
を

「アジア祭」も

初の中止に

興
亜
神
社
例
祭
は

関
係
者
の
み
で

定
時
総
会

最
終
通
知
は
Ｈ
Ｐ
で
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
月
３
日
の
恒
例
行
事
と
な

っ
て
い
る
同
窓
会
と
大
学
の
共

催
で
も
あ
る
興
亜
神
社
の
例
祭

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
今
年
は
関
係
者

の
み
で
の
開
催
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
旧
１
号
館
の
解
体
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
昭
和

年
に
完
成
し
た
旧
１

号
館
は
、
そ
の
役
目
を
新
た
な

１
号
館
に
移
し
て
い
る
。
９
月

末
現
在
、
地
下
１
階
地
上
５
階

建
て
の
そ
の
形
は
ほ
ぼ
な
く
な

っ
た
。

旧１号館を５号館側から撮影（右側が体育館）

　
青
々
会
会
則
第

条
に
基
づ

き
、
来
年
６
月
に
定
時
総
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
た
だ
、
前
回
（
平
成

年
）

は
６
月
に
開
催
し
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
時
期
や
方
法

を
変
更
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
開
催
時
期
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
な
る
か
が
不
透
明
な
た

め
、
来
年
５
月
以
降
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
概
要
を
掲
出
し
ま

す
。
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月

日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
、
青
々
会
本
部

会
議
室
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
十
分
配

慮
し
、
三
役
会
を
開
催
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
青
々
会

活
動
の
９
月
以
降
開
催
予
定
の

連
合
会
、支
部
総
会
へ
の
対
応
、


月
３
日
で
の
例
年
開
催
の
青

々
会
会
議
体
及
び
大
学
共
催
行

事
に
つ
い
て
協
議
し
、
次
の
通

り
決
定
し
、
そ
の
内
容
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
役
員
に
告
知
し

た
。

一
、幹
事
会（
３
・
６
・
９
月
）

の
開
催
は
中
止
す
る
。

二
、
連
合
会
・
支
部
総
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
状
況
で
の
開
催
は
原

則
中
止
と
す
る
。

三
、

月
３
日
開
催
予
定
の
幹

事
会
、
協
議
員
会
、
連
合
会

長
・
支
部
長
会
議
は
中
止
す

る
。
大
学
と
の
共
催
行
事
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
イ
は

中
止
す
る
。

　
以
上

　
な
お
、

月
３
日
中
止
の
幹

事
会
、
協
議
員
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
書
面
審
議
を
予
定
し
て

お
り
、
興
亜
神
社
例
祭
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

を
考
慮
し
て
関
係
者
の
み
で
挙

行
し
、
一
般
の
参
加
は
中
止
す

る
旨
大
学
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
新
春
の
集
い
」
も
中
止
に

新
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
青
々
会「
新
春
の
集
い
」

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

と
な
っ
た
。

　
例
年
１
月
に
、
母
校
の
学
食

棟
で
行
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
新

年
の
賀
詞
交
換
、
交
流
会
と
し

て
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る

同
集
い
は
、
毎
年
卒
業
年
度
ご

と
の
代
表
幹
事
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
平
成
元

年
度
と
平
成

年
度
の
卒
業
生

が
幹
事
と
な
る
予
定
だ
っ
た

が
、
今
回
の
中
止
に
よ
り
、
持

ち
越
す
形
で
次
回
開
催
で
の
幹

事
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ

る
。
開
催
時
に
は
、
改
め
て
通

知
す
る
。

　
青
々
会
報
は
年
１
回
の
発
行

に

昨
年

月
の
協
議
員
会

で
了
承
さ
れ
た
令
和
２
年
度
事

業
計
画
に
あ
る
会
報
の
発
行
に

つ
い
て
、
次
年
度
（
令
和
３
年

度
）
か
ら
年
１
回
の
発
行
に
つ

い
て
検
討
し
た
結
果
、
経
費
削

減
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
年
２

回
か
ら
年
１
回
の
発
行
と
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
経
費
の
中
で
も
郵
送
・
発
送

費
が
か
さ
む
た
め
で
す
。
今
後

は
、
速
報
性
と
広
範
囲
な
情
報

発
信
を
目
指
し
、
主
と
し
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
重
き
を
置
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
発
行
月

に
つ
い
て
は
、
７
月
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
卒
業
生
の
方
へ
」
↓
同
窓

会
「
青
々
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
ク

リ
ッ
ク
す
る
か
、
左
上
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
か
ら
「
亜
細
亜
大
学
青

々
会
」
あ
る
い
は
「
亜
細
亜
大

学
同
窓
会
」
で
検
索
す
る
か
、

直
接
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
入
力
を
。

http://seiseikai.asia/

　
卒
業
生
の
皆
様
に
は
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
か
ら
日
常
を
奪
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
青
々
会
が
毎
年
開
催
し

恒
例
と
な
っ
て
い
た

月
３
日

（
火
・
祝
）
の
行
事
が
す
べ
て

中
止
と
な
っ
た
。

　
幹
事
会
や
協
議
員
会
は
も
と

よ
り
、
多
い
時
で
５
０
０
人
以

上
が
出
席
す
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
デ
イ
」
も
、
平
成
３
年

の
創
立

周
年
の
一
環
事
業
と

し
て
開
始
以
来
、
初
め
て
中
止

と
な
っ
た
。
大
学
と
の
共
催
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
大
学
へ
の

入
構
が
で
き
な
い
状
況
や
、
い

わ
ゆ
る
３
密
、
料
理
の
提
供
方

法
の
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
、
中

止
が
決
ま
っ
た
。

　
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
青
々

会
の
役
員
会
（
左
記
三
役
会
の

記
事
参
照
）
を
７
月

日
に
開

催
し
、

月
３
日
の
各
種
行
事

に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
た
結

果
、
そ
の
後
の
大
学
か
ら
の
入

構
禁
止
、
ア
ジ
ア
祭
中
止
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
イ
の
中
止

決
定
な
ど
を
受
け
、
す
べ
て
の

行
事
の
中
止
を
決
定
し
た
。

　
「
ア
ジ
ア
祭
」
も
初
め
て
中

止
に
―
―
母
校
の
学
園
祭
で
あ

る
「
ア
ジ
ア
祭
」
も
、
今
年
度

は
中
止
と
な
っ
た
。

　
昭
和

年
（
１
９
５
９
年
）


月
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て

以
来
、初
め
て
の
中
止
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
学
生
は
入
構
で
き
ず
、
課
外

活
動
も
日
の
出
キ
ャ
ン
パ
ス
で

活
動
す
る
団
体
以
外
全
く
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
（
９

月

日
現
在
）
。

　
卒
業
生
の
皆
様
方
お
元
気
で

す
か
？

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は

海
外
や
我
が
国
の
社
会
活
動
や

経
済
活
動
を
大
き
く
変
容
さ
せ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
、
そ
の
真

の
影
響
が
顕
著
に
出
て
来
る
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
我
々
の
青
々
会
活
動
に
お
い

て
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
等
の
関
係
か
ら
支
部
総
会
な

ど
の
開
催
も
延
期
さ
れ
、
会
員

間
の
連
携
や
親
睦
も
消
極
化
し

影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
反
面
、
こ
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
は
、
我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を

年
以
上
進
化
さ
せ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
テ

レ
ワ
ー
ク
等
在
宅
勤
務
が
大
幅

に
社
会
に
定
着
化
し
た
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ペ
イ
パ

ー
レ
ス
や
印
鑑
レ
ス
等
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
大
幅
に
進
む
と
と
も

に
、
住
居
地
や
住
居
環
境
等
も

変
化
し
て
く
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
（
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
編
の
影
響
関
連
図
参
照
）
。

　
ま
た
、
在
宅
勤
務
は
勤
務
時

間
を
基
本
と
し
た
給
与
体
系
か

ら
業
務
成
果
を
基
本
と
し
た
給

与
体
系
に
暫
時
移
行
さ
れ
て
行

き
、
成
果
主
義
の
給
与
体
系
に

な
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
成
果
主
義
の
給
与
体
系
は
、

時
間
給
に
比
べ
て
個
々
の
能
力

差
が
業
務
成
果
の
格
差
を
拡
大

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
給
与
格

差
が
拡
大
す
る
等
、
社
会
や
経

済
活
動
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
す
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
菅
総
裁
の
基
で
は

デ
ジ
タ
ル
庁
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
青
々
会

の
卒
業
生
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
チ

ャ
ン
ス
に
す
る
た
め
に
は
、
自

己
の
業
務
や
立
場
の
中
で
変
化

要
因
を
的
確
に
把
握
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
働
き
方

の
構
築
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
課
題
解
決
を
心
掛
け
る
こ
と

が
大
変
重
要
に
な
っ
て
来
ま

す
。

　
そ
の
為
に
は
自
分
一
人
で
課

題
解
決
に
向
か
う
の
で
は
な

く
、
多
く
の
人
の
能
力
や
情
報

等
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
本
学
の

Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
青
々
会
も
有
力

な
組
織
の
一
つ
で
す
。
青
々
会

は
国
内
に
約
６
万
人
を
超
え
る

卒
業
生
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心

に
海
外
に
約
千
人
を
超
え
る
卒

業
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有

り
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
地
域
も
海
外
や
国
内
全
国

に
広
が
り
業
種
も
偏
り
が
な
く

広
範
で
あ
る
と
と
も
に
、
年
齢

層
も
広
範
で
あ
る
た
め
活
用
効

果
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
青
々

会
は
学
生
時
代
を
同
じ
校
舎
で

学
び
、
共
感
体
制
も
強
力
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
具
体
的
な

活
用
例
と
し
て
は
、
皆
様
が
知

ら
な
い
地
域
に
配
属
さ
れ
営
業

活
動
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
は
、
配
属
地
域
の
青
々
会
支

部
に
参
加
し
、
そ
の
地
域
の
先

輩
達
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
有
力
者
や
紹
介
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
行
き

ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、ぜ
ひ
、

お
住
ま
い
の
地
区
や
勤
務
地
の

青
々
会
支
部
会
に
ご
参
加
下
さ

い
ま
せ
。
皆
様
の
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
紙
面
の
関
係
上
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
中
心
の
内
容
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
心
豊

か
な
人
生
を
送
る
シ
ル
バ
ー
層

の
方
々
に
も
大
き
な
変
化
と
な

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
皆
様
方
の
人
生
が
充
実
し
、

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



２・３・４面に

国内支部の状況と　　　　　
　全支部長からのコメント集
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
今
年
の
連
合
会
・
支
部
総

会
は
軒
並
み
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
会
報
紙
面
で
は
全
国
の
支

部
総
会
な
ど
の
結
果
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
、
各
支
部
長

に
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト
を
依
頼
し

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
支
部
長
の
コ
メ
ン

ト
を
掲
載
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
各
支
部
の
会
員
数

と
こ
の
春
卒
業
し
た
当
該
支
部

の
卒
業
生
数
（
カ
ッ
コ
内
）
も

掲
載
し
ま
す
。
各
支
部
の
取
り

組
み
や
内
容
と
と
も
に
今
後
の

活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は

分
量
の
関
係
で
、
い
た
だ
い
た

コ
メ
ン
ト
を
一
部
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



訃
　
　
報
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（
　
）
内
は
逝
去
年
月
日

※
令
和
２
年
９
月

日
ま
で
に

青
々
会
本
部
に
連
絡
が
あ
っ
た

方
々
の
訃
報
を
掲
載
し
ま
す
。

●
昭
和

年
度
卒

　
湯
山
　
哲
朗
　
氏
　

　
（
平
成

年
）

　
梶
村
　
　
昇
　
氏

　
（
令
和
２
年
２
月

日
）

　
松
本
　
　
栄
　
氏

　
（
令
和
２
年
３
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
高
橋
　
　
治
　
氏

　
（
令
和
２
年
７
月
１
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
加
藤
　
隆
敏
　
氏
　

　
（
令
和
元
年
６
月
７
日
）

　
橋
本
　
博
昭
　
氏

　
（
令
和
２
年
１
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
石
川
　
金
吾
　
氏

　
（
平
成

年
）

●
昭
和

年
度
卒

　
佐
藤
　
幸
一
　
氏

　
（
令
和
元
年

月
３
日
）

●
昭
和

年
度
卒
　
志

　
松
尾
　
栄
二
氏

　
（
平
成

年
２
月
）

　
荒
井
　
幸
次
　
氏

　
福
原
　
義
秋
　
氏

●
昭
和

年
度
卒

　
佐
々
木
恒
夫
　
氏

　
（
令
和
元
年
５
月
）

●
昭
和

年
度
卒
）

　
清
水
　
国
男
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
仲
田
　
　
脩
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
桂
　
　
教
夫
　
氏

　
（
平
成

年
４
月
２
６
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
倉
内
　
良
雄
　
氏

　
（
平
成

年

月
７
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
能
田
　
正
隆
　
氏

　
（
令
和
元
年
１
月

日
）

　
杉
本
　
文
雄
　
氏

　
（
令
和
元
年
９
月
）

　
今
澤
　
摂
理
　
氏

●
昭
和

年
度
卒

　
福
岡
　
啓
介
　
氏

　
（
平
成

年
９
月

日
）

　
菊
池
　
主
計
　
氏

　
（
令
和
元
年
５
月

日
）

　
新
庄
　
　
昭
　
氏

　
（
令
和
元
年
６
月
６
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
岡
村
　
公
司
　
氏

　
（
平
成

年
２
月
２
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
田
野
　
清
蔵
　
氏

　
（
平
成

年
３
月

日
）

　
黒
石
　
高
裕
　
氏

　
（
平
成

年
４
月

日
）

　
白
石
　
　
武
　
氏

　
（
令
和
元
年
８
月

日
）

　
馬
場
　
武
彦
　
氏

　
（
令
和
元
年

月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
中
西
　
順
一
　
氏

　
（
平
成

年

月

日
）

　
寺
門
　
　
久
　
氏

　
（
令
和
元
年
５
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
村
上
　
幸
紀
　
氏

　
（
平
成

年
８
月
９
日
）

　
菅
原
　
章
夫
　
氏

　
樋
口
　
継
晶
　
氏

●
昭
和

年
度
卒

　
湯
川
　
哲
雄
　
氏

　
（
令
和
元
年
７
月

日
）

　
熊
崎
　
　
進
　
氏

　
（
令
和
２
年

月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
菅
原
悠
紀
夫
　
氏

　
（
平
成

年

月
）

　
猪
股
　
　
武
　
氏

　
（
平
成

年
２
月

日
）

　
中
牟
田
紘
一
　
氏

　
（
令
和
２
年
１
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
豊
本
　
春
則
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
沼
　
　
利
久
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
渡
辺
　
　
健
　
氏

　
（
令
和
元
年
７
月

日
）

　
吉
田
　
裕
志
　
氏

　
（
令
和
元
年
９
月
）

　
小
池
　
岩
雄
　
氏

　
（
令
和
元
年
９
月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
佐
山
　
一
元
　
氏

　
（
平
成

年
２
月
５
日
）

　
中
村
　
　
平
　
氏

　
（
平
成

年
２
月

日
）

　
森
山
　
貞
男
　
氏
　

●
昭
和

年
度
卒

　
西
沢
　
利
治
　
氏

　
（
令
和
２
年
２
月
）

　
白
岩
　
恵
二
　
氏

　
（
令
和
２
年
）

●
昭
和

年
度
卒

　
赤
沢
　
潤
一
　
氏

　
（
平
成

年

月

日
）

　
小
沢
　
和
世
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
５
日
）

　
藤
田
　
正
博
　
氏

　
（
令
和
元
年

月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
上
野
　
光
昭
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
）

　
山
中
　
徳
雄
　
氏

　
（
平
成

年
２
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
入
澤
　
公
雄
　
氏

　
（
令
和
元
年

月
９
日
）

　
岡
部
　
清
美
　
氏

　
（
令
和
２
年
２
月
２
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
野
口
　
光
明
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
小
玉
　
　
明
　
氏

　
（
令
和
２
年
４
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
戸
田
　
靖
男
　
氏

　
（
平
成

年
８
月
）

　
小
西
　
弘
一
　
氏

　
（
令
和
２
年
３
月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
堤
井
　
孝
則
　
氏

　
（
平
成

年

月
）

　
吉
田
佐
千
雄
　
氏

　
（
令
和
元
年
６
月

日
）

　
福
井
　
利
一
　
氏

　
（
令
和
元
年
８
月
）

　
草
間
　
秋
男
　
氏

●
昭
和

年
度
卒

　
伊
崎
　
正
周
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
）

　
襟
川
　
明
久
　
氏

　
（
令
和
２
年
）

●
昭
和

年
度
卒

　
大
石
　
仁
志
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
笹
本
　
治
彦
　
氏

　
（
令
和
元
年
７
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
石
井
　
竜
司
　
氏

　
（
令
和
２
年
８
月
６
日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
遠
藤
　
守
彦
　
氏

　
（
平
成

年
）

　
深
沢
　
貴
芳
　
氏

　
（
平
成

年
３
月

日
）

　
斉
藤
　
明
徳
　
氏

　
（
平
成

年
３
月

日
）

●
昭
和

年
度
卒

　
和
田
　
英
章
　
氏

●
昭
和

年
卒

　
浅
井
　
　
努
　
氏

　
（
令
和
元
年
８
月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
石
川
　
裕
之
　
氏

　
（
令
和
元
年

月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
福
井
　
慎
司
　
氏

　
（
令
和
元
年
７
月
）

●
昭
和

年
度
卒

　
斉
藤
　
義
孝
　
氏

　
（
平
成

年
３
月

日
）

●
平
成
１
年
度
卒

　
村
松
　
秀
樹
　
氏

（
平
成

年
）

　
岡
原
　
和
司
　
氏

●
平
成
４
年
度
卒

　
本
間
　
禎
浩
　
氏

　
（
令
和
元
年
８
月
８
日
）

●
平
成
６
年
度
卒

　
加
藤
　
昌
広
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
）

●
平
成
８
年
度
卒

　
加
茂
　
正
徳
　
氏

　
（
平
成

年
３
月
）

　
こ
こ
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。



学長　大島　正克

コロナ禍及び　　　　　　　　
　コロナ後における本学の対応

は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

本
学
の
対
応
　
　
　

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
へ
の

本
学
の
対
応
　
　
　
　

お
わ
り
に

新
野
球
部
寮
な
ど
　

〝
日
の
出
〟も
再
開
発

青　　　々　　　会　　　報 （４）第１１６号 令和２年１０月１０日（土曜日）（年回発行月・月）

令和５年３月の完成予想図。野球部のグラウンドは
人工芝前のもの。解体されるセミナーハウス跡地に
雨天体操場やトレーニングセンターが、その前に新
野球部寮が建つ

　
青
々
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
母

校
亜
細
亜
大
学
の
た
め
に
様
々

な
ご
尽
力
を
賜
り
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の

中
で
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
お
察
し
申

し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
、例
年
な
ら
ば
、

各
連
合
会
総
会
に
出
席
さ
せ
て

頂
き
、ご
挨
拶
す
べ
き
と
こ
ろ
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
そ
れ

も
実
現
で
き
ず
誠
に
遺
憾
で
ご

ざ
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
以

前
の
よ
う
に
ご
挨
拶
が
で
き
る

よ
う
な
日
が
来
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
例
年


月
３
日
に
開
催
予
定
の
協
議
員

会
並
び
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
も
中
止
と
な
り
、
大
変
残

念
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

（
１
）
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ウ

エ
ル
カ
ム
デ
ー
の
開
催

　
何
を
お
き
ま
し
て
も
、
学
生

及
び
教
職
員
の
感
染
防
止
を
第

一
に
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
密
を
避
け
る
と
い

う
こ
と
が
、
大
学
に
と
り
ま
し

て
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。

卒
業
式
や
別
れ
の
広
場
の
中

止
、
入
学
式
や
出
会
い
の
広
場

の
中
止
と
、
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
新
入
生
を
迎
え
入
れ
る
式

典
や
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し

た
。
そ
の
後
も
新
入
生
は
一
度

も
大
学
に
来
る
こ
と
も
な
く
、

前
期
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
７
月
頃
か
ら
、
新
入

生
を
迎
え
る
何
か
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
出
会
い
の
広
場
ほ

ど
で
は
な
い
の
で
す
が
、
後
期

始
業
前
の
９
月

日
～

日
に

か
け
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

ウ
エ
ル
カ
ム
デ
ー
」
を
企
画
し

て
お
り
ま
し
た
。
新
入
生
に
は

強
制
で
は
な
く
任
意
で
す
が
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
基
本
ク
ラ
ス
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
と
呼
び
か

け
ま
し
た
と
こ
ろ
千
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（
２
）
後
期
の
授
業
運
営
体
制

　
前
期
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
原
則
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
前
期
は
急
遽
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
と
い
う
こ
と
で
、
学

生
の
皆
さ
ま
も
保
護
者
の
皆
さ

ま
も
教
職
員
も
大
変
で
し
た

が
、
前
期
授
業
期
間
の
最
後
に

行
い
ま
し
た
全
科
目
を
対
象
と

し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
授
業
に
満
足
し
ま
し
た
か
」

の
項
目
に
対
し
、
満
足
が
３
分

の
２
と
い
こ
と
で
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で

す
。
前
期
授
業
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
使
用
を
前
提
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
後
期
は
全
学
生
が

パ
ソ
コ
ン
使
用
を
前
提
に
、
双

方
向
か
つ
学
生
相
互
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
と
し

た
「
質
」
の
高
い
授
業
を
目
指

し
ま
す
。
さ
ら
に
一
部
の
科
目

に
つ
き
ま
し
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
と
対
面
授
業
を
同
時
並
行

的
に
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業

を
採
り
入
れ
ま
す
。

　
６
月
か
ら
図
書
館
は
事
前
予

約
制
を
と
り
な
が
ら
徐
々
に
開

放
し
て
参
り
ま
し
た
。
後
期
も

引
き
続
き
卒
業
論
文
や
課
題
作

成
な
ど
に
お
役
立
て
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

　
９
月
の
評
議
員
会
・
理
事
会

に
て
、
質
の
高
い
充
実
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
後
期
に
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
環
境

整
備
と
し
て
、
急
遽
、
３
７
、

９
０
０
千
円
の
計
上
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

（
３
）
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
令
和
２
年
度
で
は
、
留
学
先

か
ら
の
突
然
の
帰
国
や
海
外
か

ら
の
留
学
生
の
入
国
禁
止
が
あ

り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
令

和
３
年
度
の
海
外
派
遣
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
秋
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
入

国
が
緩
和
さ
れ
、
今
年
度
入
学

予
定
の
留
学
生
の
入
国
は
多
少

目
途
が
立
つ
よ
う
に
は
な
っ
て

き
て
は
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
次
年
度
以

降
の
新
規
の
留
学
生
の
受
入
も

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
留
学

先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
州
の
３
大
学
と
の
間
で
授

業
科
目
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
英
語
を
習
得
し
、
単
位
を

認
定
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
Ａ
Ｕ
Ａ

Ｐ
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
更
に
拡
大
す
る
方
向

で
進
め
て
お
り
ま
す
。

（
４
）
経
済
的
困
窮
学
生
へ
の

支
援

　
文
部
科
学
省
の
奨
学
金
制
度

と
本
学
独
自
の
奨
学
金
制
度
に

て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
文
科

省
の
奨
学
金
制
度
で
は
，
現
在

の
と
こ
ろ
、
①
高
等
教
育
の
修

学
支
援
制
度
で
は
、
減
免
者
数

３
６
４
名
（
授
業
料
減
免
額
２

１
９
、
３
９
２
千
円
）
、
②

「
学
び
の
継
続
」
の
た
め
の
学

生
支
援
緊
急
給
付
金
制
度
で

は
、
給
付
者
数
８
５
１
名
（
給

付
総
額
９
５
、
９
０
０
千
円
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
学
独
自
の
奨
学
金
制
度
で
あ

る
①
亜
細
亜
学
園
修
学
支
援
特

別
奨
学
金
制
度
で
は
、
給
付
者

数
１
、
０
９
９
名
（
給
付
総
額

１
０
９
、
９
０
０
千
円
）
と
な

り
ま
し
た
。

（
１
）
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
力

と
英
語
力
の
強
化

　
い
ず
れ
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
終
息
し
ま
す
。
そ
の
コ
ロ
ナ

後
の
新
し
い
世
界
に
対
応
で
き

る
力
を
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
少
な
く
と
も
テ
レ
ワ

ー
ク
は
残
り
発
展
す
る
で
し
ょ

う
。
コ
ロ
ナ
禍
を
予
想
し
て
い

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

学
で
は
こ
の
４
月
か
ら
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
ど
の
学
部

に
属
し
て
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
講
希
望
者
を
当

初
１
０
０
名
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
約
５
０
０
名
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
全
員

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
３

０
０
名
に
絞
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
来
春
は
更
に
受
入
枠
を
拡

大
し
、
皆
さ
ま
の
ご
希
望
に
沿

え
る
よ
う
に
致
し
た
く
存
じ
ま

す
。
こ
の
夏
に
は
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
大
賞
を
新
た
に
制
定

し
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
で
も
大

い
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
入
生
全
員
を
対
象
と
し
た

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

試
験
も
、
９
月

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ

ぼ
全
員
が
受
験
い
た
し
ま
し

た
。パ
ソ
コ
ン
が
使
い
こ
な
せ
、

英
語
が
使
い
こ
な
せ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
上
、
し
っ
か
り
と

自
分
の
専
門
を
身
に
付
け
て
い

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
も

十
分
に
太
刀
打
ち
が
で
き
ま

す
。

（
２
）
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整

備
３
カ
年
計
画
」
の
推
進

　
本
年
９
月
の
評
議
員
会
・
理

事
会
に
て
、
文
部
科
学
省
の

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の

推
進
」と
い
う
方
針
を
踏
ま
え
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
先

進
的
な
講
義
形
式
へ
の
転
換
を

図
り
、
授
業
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
革
を
進
め
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
問
題
発
見
・
解
決

力
、
価
値
創
造
力
、
情
報
活
用

力
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

整
備
３
カ
年
計
画
」
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。情
報
環
境
の
整
備
、

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
国
際
交

流
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
に
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け

て
総
額
７
１
８
、
７
０
６
千
円

が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、
本

学
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
を
第
一
の
重
要

事
項
に
お
き
な
が
ら
、
迅
速
な

対
応
に
努
め
、
建
学
の
精
神

「
自
助
協
力
」
の
も
と
世
界
に

冠
た
る
亜
細
亜
大
学
を
目
指
し

尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。
青

々
会
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
一
層

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
青
々
会
会
員
の
皆
さ

ま
の
更
な
る
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
の
出
キ
ャ
ン
パ
ス
も
再
開

発
へ

日
の
出
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る
硬
式
野
球
部
の
寮
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
雨
天

体
操
場
の
建
設
な
ど
を
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
行
う
。
第
１
期

工
事
と
し
て
硬
式
野
球
部
の
寮

を（
令
和
３
年
３
月
の
竣
工
）、

第
２
期
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
の
解
体
跡
地
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

及
び
雨
天
体
操
場
を
建
設
す

る
。
工
事
は
第
３
期
ま
で
。


